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中村丈夫編

『コ ン ド ラ チ :n プ ー 景 気 波 動 論 』
■ • . . ■ . . •' .- ' 

a ゼプ . アロイス• シュンペーターは, そ の 『ま本 

主義 • 社会主義 * 民主主義』 のなかで,マルクズの 

< 景気循環输> についてふれたことに関速して，コン 

ドラチェフをつぎのように評価している。

rマそクスの『資本論』第 3 卷に対する彼め倉 

免書きのあるもの,〔長谷部訳, 第3卷，第3分眼 

, 30さ-309ペー';>〕によれぱ,彼がいっそう長期的な 

波動の存在をうすうす感じていたことがわかる。 

彼は， 世紀の70〜SO年代における比較的弱い繁 

栄と比較的撒ぃ不況を,いっそう長い波動の不況 

的局而の効果としてよりも，むしろ構造的变化と 

して解釈せんとする傾きがあったが（多くの近代 

経済学者が大戦後の発展, およびとくに最近10年の発展 

についてなしたとまっ たく同様に) , この解釈のなか 

には，.「長期的循環J に関するコンドラティスフ 

.(Koitdratiefりの労作の..5&干の先駆が見いださ 

れるであろうJ 

マルクスやェンゲルスが，190!：紀イギリス業ギ:命 

の展開と資本主義の確立のかかで発見した恐慌および 

経済循環は10年周期の比較的短い，いわゆる中期波動 

であジ, 具体的には，ナポレオン戦争直後の181S年か 

らはじまり,：1825年, 37年, 47〜48年, 57年, 68ギお 

よび1873年というように, 正確に10年というわけでは 

ないが,''.はぽ10年ないしはこれに近い時間的間隔をお 

V、て発生した恐慌を中心とするも.のであっすこ。

ところがSchM'ippeterものべて'いるよう,に， プル 

クスは，この10年周期の経済循環より.も一層長期的な 

波励の存在を意識していたと思われるが,これがどの 

ようなものであるかを，その経済学上の著作の上で， 

具体的に明らかにすることがなかった。ここに中村丈 

夫氏の邦訳と，長い解説の下に，わが国やはじめズ完 

全な形で公けにされたコンドラチ:*;プの長期波動理論 

は, をの意味で注inをひき，しかも今日，世紀末の長 

期にわたる経济的停滞のなかで脚光を浴びようとして 

い.る。 ..  '

本書には，コンドラチ:t プの論文とともに編者中村 

丈夫氏によるかなり長文の解説が付せられ,この理論

の価値ぉよぴ歷史的意義が論じられている。ゴシド'ラ 

チ: フの生涯と★の業績については,読者はこの解説 

によって分に知ることができる。そこで直もに， 

彼のいうところの長期波動理識の内容の检时にうつろ 

う0  ’

a シドラチょプはまず,卸売物価変動の波調からは 

じめている。

卸売物価を中心としてみた場合に, 第 1波は上昇が 

、I 789年, フランス革命の年にはじま！；)，ナポレオン戦 

後終精]i 前の1814年にプ" ムに達し,それから下向し 

てフランス2 月苹命直後の1849年に最征を記辟する。 

第 2 波は, 1849年に上向を開始し, 1870年にプレムを 

迪え> 73年の大恐慌をへてI 896年をこ達する。そしで第 

3 波は1896年にはじまり，1930年に最高潮に達する。- 

1929〜S1年恐慌がこの第3 波め最後を婦め括るわけで 

あるが，被はとの大恐慌をみることな.く他刑されてし 

まった。この長期波動理論の今日的意義は> 時代を回) 

するような大恐慌が, I 、ずれも長期波動のブームめ絶 

頂の直後に襲ゥ：Cいること‘であり，たとえぱ, 1847〜 

48年の恐溢, 1873年恐慌ぉよび1929年の世界恐慌であ 

る。今日，われわれが体験した1971年の®際通貨休制 

の危機と73年オイル.ショックにはじまる長期停滞も 

ま た の ]^長上にあるとも'考えられよ.う。.‘ ともか'く.ネ； 

不況が現代資本主義にとってとタような意味をもつか 

をあらためて考えさせられるところの仮設で参るとい 

' えよう。

被はまず,‘ < 資本主義の三つの波 >  として, 平均 3 

年半の長さめ短:い波,これを  < 舞期波動 >  と呼ぶとす 

れぱ， 7 〜11年周期の循環はいわぱ < 中期波動X であ 

り，e：のはかに < 長期波動> としてほぱSO年周勘の, 

かなり長い景気循環が存在するとのぺ，それを統計的 

方法によって梭出しようとするのである。 ,

、 著者は， r ドイツ， スランス， イギリスおよびアメ 

リ力合資<旧にかんする現存の統評的，記述的データを 

できるかぎり長期間にわたって収染し分析，評価する 

試みにのり出したが,とくにイギリスとフランスにウ 

いては19世紀半ばまでは統計資料が完璧に存在するJ 

として，こ の 国 'にかんする統t十を素材とL ズ分析し 

ている。経済的laまの諸要素のうち,上昇又は下陈の 

一躲的斌向（敏向gt'動）をしめさないある種の価値的 

要索, . たとえば物価を第1.めグループ :とし，..「社会め 

経済生活の容量の一般的変化と速動して，振動現象の 

はかに励態にぉ、、て--定方向べ:の-^般 的 斌 向 通 常 * 

は上昇觸向をもつもの』として, (《i)資本刹子, 賞金，
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銀行预金など，（b)混合的性格の請要素,たとえぱ外国 

貿易, （C)各産業部門の生産量や一定商品の?}糟量の数 

値に代表される純自然的要素を第2 のグループとして， 

長波の存在の有無を実鼓するためを統計的系列の複雑 

な加工方法を用いた。その際, （1)社会の実質成長をあ 

らわす請曲線を，よりJE確に確定するために, また，

(2)フランスのように観察期間中に領土の変更を経験し 

たa の場合，その領土炎;更の前および後の時期につい 

て当初あたえられた系列の大きさを?i 養に比較で'きる 

ようにするために，この系列の各年の大きさをその03 

の人口数で除じたという（114~415貝)。

以上のような手続きののち，《1》物価の平均水準/ (2) 

資本利子，（3)賃金，（4)外国資4J額,(5)石廣のま出，消 

費高と錄鉄，錯の産出高およびその他の系列を檢討し 

結梁，長期景気波動の仮設が成り立つと、う結論に 

到達したのである。

. 以上のように，諸系列の数理統計的なinエによるデ 

ータの観察によって，（1)1S世紀末からE 在 fcM る大循 

.環の存在が認識されるという前提の下で， コンドラチ 

ェフは，表 （I33頁）のように整理する。そレてをの  

特徴は，（1)長期波動は，時間的に多少の狂いはあれ，

ほ;ぽ同時に一 " ま っ たく同時ではないにしても一 一 生 

起する。（2〉個々の国での諸要素の波動間にはきわめて 

.緊密な時間的一致がある。（3)ここで観察されなかった 

他のすべての要素の動きをもこの大循環が支配するこ 

とまではまだ実証してはいないレ，また長期波動が必 

ずしもすベての要素を包括する必要はない。（4)経済生 

活のもっとも重要な諸要素について，このように確認 

された長期波動は国際的で，ヨーロジバ资本主義諸 

国についてとの循環の周期はまさしく符合している 

(134~135jg：) , ' ：

以上のように，コンドラチェフが仮設とし定立 

した長期波動の存在が確認されるとすれば，とれfc よ 

ってわれわれはどのようなことを経験的に把えられる 

であろう力、。（1)長波の上界期には好況の年数が，長波 

の下降期にほ不況の数が優位をしめている。（2)提期 

の下降期には，農業が通例*とくに尖鋭な長く停滞す 

る不況を経験する。（3)長期の下降期には，とくに多く 

の生産 ‘ 交通技術上の発見，発明がなされ，とれらの ’ 

発明発見は，通常新しい長波が開始されてはじめて広 

机に獎践的に応用される6 (4)長波の開始期に全産出最 

が増大,’勉女地や植民地の組入れの强化による世界市 

場の拡大がみられる6 (5)長波の上針期,すなわち経済 

生ぼi t おける高庄如には，通例，敝争および国内の社

会的i/j揺がもっとも多発し激化する時如に当る（136 

~137更）としている。

以上の指摘は, 長M の発展をよく考察してみると首 

肯させるAミがきわめて多く，興味傑い。ただそれにも 

かかわらず,-長波にかんするデータが140年， 2 周期 

半の大循環を熟えるにすぎず,長期景気波動が循環的 

なものであると確信して主張するのにはその期間では 

短、、ことを認める。だがそれにもかかわらず，現存の 

データをもって, この循環性の公算はき；b めて大きい 

とのべている（137貝)。

普者コンドラチ:^プは，長期波励には， 中期的波 

動にみられる規則的周期での皮後に欠けているという 

批判にたいしては， 「厳密な周期性は社会. 経済現象 

に は 存 在 せ ず も し ， 規則座を経済生插め各i きき 

問における波動の等質性および同特性と解する:とすれ 

ぱ，その点は中波に'いても同様長波についても存在 

するとしている（138貝)。もっとも興味深い問題は， 

長波理論にたいする批判として，中波が，資本主義経 

済の動態の内的要因よって親制されるのに反し,偶 

然的 . 外部的な事件，たとえぱ(1)技術の変化，（2)戦争 

と草金* (3)世界経済への処女地の組入れ，（4)金摩出高 

の変動な'どに想制され，内的動因が弱いという主張に 

たいして, その批判が本質的なものであることを認め 

ながら，これにつぎのように反論する。技術の变化が 

資本主義め発展に影響を及ぼすという事庚の2 つの前 

提として, （1)科学= 技術上の発息および発明，（2〉その 

発明および発見i 実際に用することが経済的に可能 

でなけれぱならない，というととである。 コンドラチ 

* フによれtま，科学技術の発展が長期波勘のリズムに 

照応したのであり，科学技術の堯展の結果,長期波動 

がおこったのではない（139~140頁)。戦争や革命の揚 

合も経済的発展に:大きな影響をあたえることは明らか 

であるが，戦争や取♦ はあくまでも経済的発展の結果 ' 

である。 す な わ ち ,『戦争や革命も長期波動の現象形 

態のひとつである（MlHXio

また‘ f世界経済への勉I女地の組み入れj に0 いては, 

そ れ が I■景気変動の長液の上昇への刺軟をあたえるの 

ではなく，逆に，新 b い高揚が資本主義諸国の経済的 

勘態のテンポを加速化して, 新興諸0 , 新贩売.摩料 

ホ場の利;T]を必然かつ可能とさせる j (141K) であ 

る6 これと同様に金産出高もまた.良波への刺戟をあた 

えるものではない。たし/ハに▲ 産出高は，終局的fcほ 

物加上ダ/.と景気ま勘と物IlllU；巧:fc影響デど及ぽすけれど 

も，余出への刺敏がもっとも高まるめは，長波が一
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巡して物価水準が底をついた時期であり，金が最高の 

購買力を獲得し，金産出にもっとも有利な条件が生み 

出される時期である。従ってここでもまテこ金産出高の 

墙大は, 長波の結果であって原因ではないのである0 

一度，金の産出量が増大す.るならぱ，その結果として 

物価上昇と景気高揚は避けられない。その場合でも， 

それらの現象は，長波のリズムに従属しているという 

のである。

要するにコソ ドラキネつは， 中間的結論としで， 

[利用できるデータVこもとづいて，循環6^長期景気変、 

動の存在め公算はきわめて大きいJ ( I46頁)。そしてそ 

れ が [偶然的原因から齊t■るものとする見解に反対す 

ると同時に, その長期波動は，資本主義経済の本質に 

属する原因に由来するj と結んでいる。それでは,こ 

の長期波動が，一体どのような資本主義の本質に属す 

る原因から起るのか， この間いにたいしては， I"この 

重大な意義をもつ問いに答えることの困愈をわれわれ 

は十分に自覚しているJ と答えるのみで,明らかにし 

ていなV、o

[■コンドラチ- フ長期波動論/ は，今日，一体どの 

ような意味をもつのであろうか。

編訳者中村氏は，この理論今日的再評価の意義に 

ついて， 近代译済学の場合は，|1970年か;での疾威怒 

涛の事態を摩理的に説明できない」し，[マルクス主 

義fe # 学にあっては, 相まらず全般的危機—— 国家独 

占資本主義論の教条に況縛されたままであるJ ( 9頁） 

とされズいる。

「コンドラチエフ復活j の意味としては,まことに 

尤もな見解であるが, 擎者'はむしろコンドラチ:フ 

が，『一貫して， 農業と農民を儀牲にしての近代化ニ 

工業建設に反対したj こと（23直）に素朴な感動を覚 

える。今日，ソヴエートの農業は,資本主義諸®とは興 

なっナ意味においてしぱしぱ危機的な状況にあること 

が報道さ; るが,：かつてコンドラチ:Cクの時代にはじ 

まった農業を懷牲にしfcffiエ榮優先政策は，いままさ

わが国の国民経済の危機を形成しつろある廣赛無視 

の政後を目盤しつつあるわれわれに•とって, 決して.無

関心ではいられな1/、問題である。またこれとならんで， 

「経济生活の成長における高度期は, 通例，戦争およ 

び国内の社会的動揺がもっとも多発し，またもっとも 

激化する時期にあたるJ (本書I37買および22頁以下の中村 

氏の解読参照）は，この20世紀末の，プロレタリア国際 

主義を破壊したまま，S 民国家的な発想を基本とする 

社会主義諸国間の矛盾め激化および資本:義諸国との 

対3Zの激化，その結果としての戦争の可能性をも示唆 

するものの如くである。

それにもかかわらず，筆者は，コンドラチェプがを 

の理論を構想していた時代と今日とでは,この理論の 

もつ意味がまっナこく異なるものであることを指摘しな 

いわけにはいかない。それは国際的な通貨体制の間題 

にかかわる。彼の時代には，大戦中および戦後の一時 

期を除いて，金本位制が国際的に支配的な通貨体制と 

して曲りなりにも機能していたといえる。しかし金キ 

位制と管理通貨体制とめ差異ばかりでなく , 管理通貨 

体制自体が多ぐの矛盾をはらみ,資本主義の矛盾を一 

層深めているという今日の事熊の下で，われわれは，

この卓抜な独創的な理論を徹底的に考え抜くこと，こ 

のことこそが，マルクス経済学者であろう.と，ケイン 

ズ主義者であろうと，今日のわれわれに課せられた重 

要な課題であるという認識こそ重要なのである0.

なお本訳書には，この長波にかんする理論のはかに, 

r経済的静態•動態および齋氣ま動の概念によせてJ 

およ び r工業製品と廣産物の価格動態—— 相対的動態 

と相対的景気変動の問題によせてj 'のニ論文をも訳載 

されており，彼の恐慌論研究を評価する上でS 要であ 

.る。：’

また中村の解説は，きわめて該博な知識に裏づけ 

られた新鮮な問題意識をもって貫かれ，その研鎭に深 

い尊敬の念を覚える0 より多くの塾化諸君が購統され 

るよう期待し, 推奨するものである。

•---1978 • 6 , 28——

(1978年 , B6.半Ij, 322 + vii, 1,50り円，亚® 書房）

飯 田 鼎

(経済学部教授）
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